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成績評価の
方法・基準

期末試験（80％）、小テスト（20％）

教員からの
メッセージ

単元ごとに小テストを行います。小テストは次回授業内で解説します。授業は進行状況により内容を変更すること
があります。オンライン授業に伴い授業計画に変更がある場合は、オンラインクラスで変更のシラバスを周知いた
します。

教科書 ウエルネス公衆栄養学　2025年版 加島浩子・森脇弘子・寄谷博子　編集 医歯薬出版

参考図書 適宜紹介します

国の健康増進基本方針と地方計画

到達目標：国民健康・栄養調査について理解する。
学習内容：調査の目的・沿革、調査の内容・方法と結果について学習する。

国民健康・栄養調査

諸外国の健康・栄養政策
到達目標：諸外国の健康・栄養政策について理解する。
学習内容：公衆栄養活動に関係する国際的な栄養行政組織、公衆栄養関連計画、食事摂取基準、食事ガ
イド（食生活指針、フードガイド）、栄養士養成制度について学習する。

到達目標：わが国の健康増進基本方針と地方計画について理解する。
学習内容：健康日本21（第三次）、特定健康診査・特定保健指導、第4次食育推進基本計画について学習
する。

栄養政策
到達目標：わが国の公衆栄養活動と栄養政策実施に関連する指針等について理解する。
学習内容：健康づくり施策と公衆栄養活動の役割、公衆栄養活動と組織・人材育成、食生活指針、食事
バランスガイド,実際の公衆栄養活動例について学習する。

公衆栄養関連法規
到達目標：公衆栄養関連法規について理解する。
学習内容：地域保健法、健康増進法、食育基本法について学習する。

管理栄養士・栄養士制度と職業倫理
到達目標：管理栄養士・栄養士制度について理解する。
学習内容：栄養士法、管理栄養士・栄養士の社会的役割、管理栄養士・栄養士制度の沿革、管理栄養
士・栄養士養成制度について学習する。

到達目標：諸外国の健康・栄養問題の現状と課題について理解する。
学習内容：先進諸国、開発途上国について学習する。

健康・栄養問題の
現状と課題　４

到達目標：諸外国の健康・栄養問題の現状と課題について理解する。
学習内容：開発途上国、地域間格差について学習する。

健康・栄養問題の
現状と課題　２

到達目標：食環境の変化についてわが国の食料需給表、食料需給率の推移理解する。
学習内容：食品生産・流通、食情報の提供、保健を目的とした食品の提供、フードバランスシート（食
料需給表）、食料自給率、わが国の食料需給率の推移、主要国における食料需給率の比較についについ
て学習する。授

業
計
画

授業項目 到達目標・学習内容

公衆栄養の概念
到達目標：公衆栄養の概念について理解する。
学習内容：公衆栄養の意義と目的、生態系と食料・栄養、保健・医療・福祉・介護システムと公衆栄養、コミュニティと
公衆栄養活動について学習する。

公衆栄養活動の基本と展開過程1
到達目標：公衆栄養活動について理解する。
学習内容：公衆栄養活動の歴史、現状の課題について学習する。

公衆栄養活動の基本と展開過程2
到達目標：様々な場面での公衆栄養活動について理解する。
学習内容：生態系保全や地域づくりのための公衆栄養活動、ヘルスプロモーションのための公衆栄養活
動を学習する。

公衆栄養活動の基本と展開過程3
到達目標：様々な場面での公衆栄養活動と健康増進の視点に立った公衆栄養活動について理解する。学
習内容：少子・高齢社会における健康増進、疾病予防のための公衆栄養活動、ヘルスプロモーションの
ための公衆栄養活動について学習する。

公衆栄養活動の基本と展開過程4
到達目標：様々な場面での公衆栄養活動について理解する。
学習内容：エンパワメントと公衆栄養活動、住民参加、ソーシャルキャピタルの醸成と活用、持続可能性（サスティナ
ビリティ）を踏まえた公衆栄養活動について学習する。

健康・栄養問題の
現状と課題　１

到達目標：食事、食生活の変化について理解する。
学習内容：エネルギー・栄養素摂取量、食品群別摂取量、料理・食事パターン、食行動、食知識・食態
度について学習する。

健康・栄養問題の
現状と課題　３

準備学習 毎回の授業について少なくとも1時間程度の予習・復習をすること。

科目名 公衆栄養学Ⅰ
教員名 増野　弥生 時間割表参照

（科目番号） （時間割参照） 授業前後

授業概要
地域や職域などの健康・栄養問題とそれを取り巻く自然・社会・経済・文化的要因に関する情報を収集・分析し、それらを統合
して評価・判定する能力を養う。また、わが国や諸外国の健康・栄養問題を理解するとともに、それらに対応した主な栄養施策
について学ぶ。

目的・目標

目的：公衆栄養学の概念や公衆栄養活動の歴史から地域や職域での健康増進と疾病予防を目指す栄養政策や管理栄養士
活動について基礎知識を習得することができる。
目標：公衆栄養学の概念、公衆栄養活動、わが国の健康・栄養問題の現状と課題及び施策、栄養関連法規、健康日本21（第
三次）、国民健康・栄養調査などについて学ぶ。


